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公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
案
に
対
す
る
附
帯
決
議

政
府
は
、
公
文
書
等
が
、
国
民
共
有
の
知
的
資
源
で
あ
り
、
そ
の
適
切
な
管
理
、
体
系
的
な
保
存
及
び
利
用
制
度
の
整
備
が
、

国
の
基
本
的
な
責
務
・
機
能
で
あ
る
と
と
も
に
、
将
来
の
発
展
へ
の
基
盤
で
あ
る
こ
と
を
深
く
認
識
し
て
、
本
法
の
施
行
に
当

た
っ
て
は
、
次
の
諸
点
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講
ず
べ
き
で
あ
る
。

一
、
公
文
書
管
理
の
改
革
は
究
極
の
行
政
改
革
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
公
文
書
管
理
の
適
正
な
運
用
を
着
実
に
実
施
し
て

い
く
こ
と
。

二
、
国
民
に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
た
め
、
行
政
の
文
書
主
義
の
徹
底
を
図
る
と
い
う
本
法
の
趣
旨
に
か
ん
が
み
、
外
交

・
安
全
保
障
分
野
も
含
む
各
般
の
政
策
形
成
過
程
の
各
段
階
に
お
け
る
意
思
決
定
に
関
わ
る
記
録
を
作
成
し
、
そ
の
透
明
化

を
図
る
こ
と
。
ま
た
、
軽
微
性
を
理
由
と
し
た
文
書
の
不
作
成
が
恣
意
的
に
行
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
、
文
書
の

組
織
共
用
性
の
解
釈
を
柔
軟
な
も
の
と
し
、
作
成
後
、
時
間
を
経
過
し
た
文
書
が
不
必
要
に
廃
棄
さ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
。

三
、
行
政
機
関
の
政
策
決
定
並
び
に
事
務
及
び
事
業
の
実
績
を
合
理
的
に
跡
付
け
、
又
は
検
証
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す

る
た
め
、
行
政
機
関
に
よ
る
委
託
事
業
に
係
る
元
デ
ー
タ
が
確
実
に
取
得
さ
れ
る
仕
組
み
を
検
討
す
る
こ
と
。



四
、
行
政
文
書
の
管
理
が
適
正
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
確
保
す
る
た
め
、
作
成
か
ら
一
定
期
間
が
経
過
し
た
行
政
文
書
を
そ
の
保

存
期
間
満
了
前
に
一
括
し
て
保
管
等
の
管
理
を
行
う
制
度
（
い
わ
ゆ
る
中
間
書
庫
の
制
度
）
の
各
行
政
機
関
へ
の
導
入
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

五
、
保
存
期
間
の
満
了
に
よ
り
廃
棄
さ
れ
る
行
政
文
書
の
量
が
膨
大
な
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
廃
棄
に
係
る
行
政
文
書

の
内
容
の
審
査
等
に
要
す
る
内
閣
総
理
大
臣
の
補
佐
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
。

六
、
公
文
書
の
管
理
・
利
活
用
に
関
す
る
情
報
を
十
分
に
公
開
し
、
そ
の
在
り
方
に
つ
い
て
多
角
的
な
専
門
的
知
見
及
び
幅
広

い
国
民
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

七
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
適
切
な
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
化
を
推
進
し
、
一
般
の
利
用
を
促
進
す
る
こ
と
。

八
、
公
文
書
の
電
子
化
の
在
り
方
を
含
め
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
策
定
、
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
標
準
化
及
び
原

本
性
確
保
等
の
技
術
的
研
究
を
推
進
し
、
電
子
公
文
書
の
長
期
保
存
の
た
め
の
十
分
な
検
討
を
行
う
こ
と
。

九
、
国
立
公
文
書
館
等
へ
移
管
さ
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
対
す
る
利
用
制
限
に
つ
い
て
は
、
利
用
制
限
は
原
則
と
し
て
三

十
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
べ
き
と
す
る
「
三
十
年
原
則
」
等
の
国
際
的
動
向
・
慣
行
を
踏
ま
え
、
必
要
最
小
限
の
も
の
と

す
る
こ
と
。

十
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
請
求
及
び
そ
の
取
扱
い
に
お
け
る
除
外
規
定
で
あ
る
本
法
第
十
六
条
に
規
定
す
る
「
行
政
機



関
の
長
が
認
め
る
こ
と
に
つ
き
相
当
の
理
由
」
の
有
無
の
判
断
に
関
し
て
は
、
恣
意
性
を
排
し
、
客
観
性
と
透
明
性
を
担
保

す
る
方
策
を
検
討
す
る
こ
と
。

十
一
、
宮
内
庁
書
陵
部
及
び
外
務
省
外
交
史
料
館
に
お
い
て
も
、
公
文
書
等
に
つ
い
て
国
立
公
文
書
館
と
共
通
の
ル
ー
ル
で
適

切
な
保
存
、
利
活
用
が
行
わ
れ
る
よ
う
本
法
の
趣
旨
を
徹
底
す
る
こ
と
。

十
二
、
本
法
に
基
づ
く
政
令
等
の
制
定
・
改
廃
に
際
し
て
は
、
十
分
に
情
報
を
公
開
し
、
多
角
的
な
専
門
的
知
見
及
び
幅
広
い

国
民
の
意
見
が
取
り
入
れ
ら
れ
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
。

十
三
、
公
文
書
の
適
正
な
管
理
が
、
国
民
主
権
の
観
点
か
ら
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
職
員
の
公
文
書
管
理
に

関
す
る
意
識
改
革
及
び
能
力
向
上
の
た
め
の
研
修
並
び
に
専
門
職
員
の
育
成
を
計
画
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
専
門
職
員

の
資
格
制
度
の
確
立
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。
ま
た
、
諸
外
国
に
お
け
る
公
文
書
管
理
体
制
の
在
り
方
を
踏
ま
え
、
必

要
な
人
員
、
施
設
及
び
予
算
を
適
正
に
確
保
す
る
こ
と
。

十
四
、
既
に
民
営
化
さ
れ
た
行
政
機
関
や
独
立
行
政
法
人
等
が
保
有
す
る
歴
史
資
料
と
し
て
重
要
な
文
書
に
つ
い
て
、
適
切
に

国
立
公
文
書
館
等
に
移
管
さ
れ
る
よ
う
積
極
的
に
対
応
す
る
こ
と
。
ま
た
、
国
民
共
有
の
知
的
資
源
を
永
く
後
世
に
伝
え
る

た
め
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
・
修
復
に
万
全
を
期
す
る
こ
と
が
で
き
る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
。

十
五
、
本
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
て
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
在
り
方
の
見
直
し
を
支
援
し
、
ま
た
、
国
立
公
文

書
館
と
地
方
公
文
書
館
と
の
連
携
強
化
を
図
る
こ
と
。



十
六
、
一
部
の
地
方
公
共
団
体
に
お
い
て
公
文
書
館
と
公
立
図
書
館
と
の
併
設
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
つ
つ
、
よ
り
多

く
の
公
文
書
館
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
を
可
能
と
す
る
環
境
の
整
備
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
。

十
七
、
刑
事
訴
訟
に
関
す
る
書
類
に
つ
い
て
は
、
本
法
の
規
定
の
適
用
の
在
り
方
を
引
き
続
き
検
討
す
る
こ
と
。

十
八
、
附
則
第
十
三
条
第
一
項
に
基
づ
く
検
討
に
つ
い
て
は
、
行
政
文
書
の
範
囲
を
よ
り
広
げ
る
方
向
で
行
う
と
と
も
に
、
各

行
政
機
関
に
お
け
る
公
文
書
管
理
の
状
況
を
踏
ま
え
、
統
一
的
な
公
文
書
管
理
が
な
さ
れ
る
よ
う
、
公
文
書
管
理
法
制
に
お

け
る
内
閣
総
理
大
臣
の
権
限
及
び
公
文
書
管
理
委
員
会
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
十
分
検
討
す
る
こ
と
。

十
九
、
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
の
司
令
塔
と
し
て
公
文
書
管
理
に
係
る
政

策
の
企
画
・
立
案
及
び
実
施
を
担
当
す
る
部
局
及
び
機
構
の
在
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
こ
と
。

二
十
、
行
政
機
関
の
み
な
ら
ず
三
権
の
歴
史
公
文
書
等
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
管
理
を
推
進
す
る
た
め
、
国
立
公
文
書
館
の

組
織
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
独
立
行
政
法
人
組
織
で
あ
る
こ
と
の
適
否
を
含
め
て
、
検
討
を
行
う
こ
と
。

二
十
一
、
公
文
書
管
理
と
情
報
公
開
が
車
の
両
輪
関
係
に
あ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
両
者
が
適
正
か
つ
円
滑
に
実
施

さ
れ
る
よ
う
万
全
を
期
す
る
こ
と
。

右
決
議
す
る
。


